
誰も狙わない「鞍上弱化」の馬こそ好配当の、宝の山！「AJJC」

まず最初に、これをご覧ください。

第 1位 複勝率 38％ ムーア騎手 26.18.23.106
第 2位 複勝率 36％ ルメール騎手 162.202.147.892
第 3位 複勝率 35％ モレイラ騎手 27.17.17.108
第 4位 複勝率 34％ デム－ロ騎手 152.157.138.864
第 5位 複勝率 33％ 川田騎手 126.129.119.740
第 6位 複勝率 31％ シュミノー騎手 22.21.16.129
第 7位 複勝率 31％ 難波騎手 7.3.5.33
第 8位 複勝率 30％ 福永騎手 172.122.113.903
第 9位 複勝率 29％ 武豊騎手 117.109.92.744
第 10位 複勝率 29％ 戸崎騎手 203.133.186.1264
（2016年～2018年の通算、複勝率順）

外国人ジョッキーの名が

上位にズラリ並ぶ、もう

「お馴染み」の印象さえ

受けるこのランキング。

これは、2016年～

2018年通算の

騎手リーディング…
ではありません。

じつはコレ、

2016～2018年通算の

「前走」騎手リーディング、

なのです。

しかも「今回、別の騎手に

乗替っていた馬」に

限定してのランキングです。



たとえば 1位ムーア騎手を

例にとりますと「前走が

ムーア騎手騎乗。今回は

別の騎手に乗替った馬」の

2016～2018年通算成績が

（26.18.23.106）複勝率 38％と

優秀だった、というコト。

普通なら、他騎手から

今回ムーア騎手に替って

「鞍上強化」された馬に

注目するところですが

これは、いわば「逆」から

見たランキングなのです。

あまり注目されない、

いや、むしろ多くの

ファンが「鞍上弱化か。

これは買いづらい…」と

尻込みするであろう、

ムーア騎手「からの」

乗替り馬も、じつは

こんなに好走している、

というワケ。

ムーア騎手「からの」

乗替りも、買えるのです。

しかし、多くのファンが

「尻込み」しますから

鞍上弱化ならでは？の

妙味が発生します。

そこをあえて狙って、

美味しい馬券を獲ろう、と

いうのが、今回のハナシの



テーマになります。

鞍上弱化＝まだ誰もが

知らない、手もまったく

付けていない宝のヤマ…
であるハズです。

そこで今回、私はさらに

深掘りして調査しました。

誰もが一流と認める

トップジョッキーから

誰への、一見して

鞍上「弱化」と思われる

乗替りが、実は狙えるのか？

そして（回収率が高いので）

馬券を買えば儲かるのか？

特定の「鞍上弱化」を

上手に狙って、美味しい

馬券を獲ろう！というコトで

今回、私は「狙うべき」

鞍上弱化のパターンを

徹底的に精査しました。

なお、初回の今回は

ひとまず「前走が

外国人ジョッキー→
今回が日本人騎手」に

乗替わったパターン＝

鞍上弱化の乗替り、と

定義します。

いま、多くのファンが

「前走が外国人→今回

日本人」＝鞍上弱化と



ストレートに考えている

現状ですので、まずは

このパターンから調査を

開始しました。

次回以降で、日本人騎手→
日本人騎手の鞍上弱化の

乗替りなどについても、

色々掘り下げていければと

考えています。

まずはシンプルに、

2016～2018年に

好成績だった「前走が

外国人→今回日本人」の

鞍上弱化パターンを、

各外国人騎手ごとの

複勝率ランキングで

見てください。

◆「ルメール→日本人騎手」の

鞍上弱化でも好成績だった乗替りパターン

01位 ルメール→三浦 複勝率 60％ 複回収率 091％ 3.0.3.4
02位 ルメール→古川 複勝率 60％ 複回収率 102％ 1.1.1.2
03位 ルメール→戸崎 複勝率 54％ 複回収率 081％ 21.22.11.46
04位 ルメール→川田 複勝率 52％ 複回収率 088％ 6.8.9.21
05位 ルメール→丸田 複勝率 50％ 複回収率 071％ 0.0.4.4
06位 ルメール→鮫島駿 複勝率 50％ 複回収率 066％ 0.2.1.3
07位 ルメール→勝浦 複勝率 50％ 複回収率 110％ 0.1.2.3
08位 ルメール→浜中 複勝率 46％ 複回収率 088％ 7.12.7.30
09位 ルメール→武豊 複勝率 45％ 複回収率 116％ 9.3.6.22
10位 ルメール→藤岡佑 複勝率 45％ 複回収率 091％ 4.2.5.13
11位 ルメール→石橋 複勝率 45％ 複回収率 218％ 4.3.4.13
12位 ルメール→松山 複勝率 44％ 複回収率 088％ 3.8.2.16
13位 ルメール→丸山 複勝率 42％ 複回収率 082％ 0.4.2.8
14位 ルメール→福永 複勝率 41％ 複回収率 072％ 12.14.9.47
15位 ルメール→木幡育 複勝率 40％ 複回収率 218％ 0.1.1.3
16位 ルメール→蛯名 複勝率 40％ 複回収率 115％ 2.4.0.9



17位 ルメール→川須 複勝率 40％ 複回収率 056％ 0.2.0.3
18位 ルメール→大野 複勝率 40％ 複回収率 174％ 0.5.3.12
19位 ルメール→松岡 複勝率 40％ 複回収率 048％ 0.2.0.3
20位 ルメール→北村宏 複勝率 37％ 複回収率 108％ 4.3.5.20
21位 ルメール→中谷 複勝率 36％ 複回収率 104％ 2.0.2.7
22位 ルメール→北村友 複勝率 35％ 複回収率 090％ 3.4.3.18
23位 ルメール→津村 複勝率 35％ 複回収率 117％ 1.4.0.9
24位 ルメール→四位 複勝率 35％ 複回収率 102％ 1.4.1.11

（出走数 5以上、複勝率 35％超の全パターンを掲載）

◆「Ｍデムーロ→日本人騎手」の

鞍上弱化でも好成績だった乗替りパターン

01位 デムーロ→和田 複勝率 61％ 複回収率 131％ 5.7.10.14
02位 デムーロ→坂井 複勝率 60％ 複回収率 123％ 3.0.3.4
03位 デムーロ→武豊 複勝率 51％ 複回収率 102％ 7.8.2.16
04位 デムーロ→福永 複勝率 48％ 複回収率 096％ 13.11.8.34
05位 デムーロ→川田 複勝率 45％ 複回収率 075％ 13.15.12.48
06位 デムーロ→田辺 複勝率 44％ 複回収率 135％ 9.6.4.24
07位 デムーロ→戸崎 複勝率 43％ 複回収率 087％ 11.11.7.38
08位 デムーロ→吉田豊 複勝率 42％ 複回収率 114％ 0.3.0.4
09位 デムーロ→北村友 複勝率 40％ 複回収率 075％ 4.7.2.19
10位 デムーロ→小崎 複勝率 40％ 複回収率 066％ 2.0.0.3
11位 デムーロ→吉田隼 複勝率 40％ 複回収率 072％ 1.2.1.6
12位 デムーロ→岩田 複勝率 40％ 複回収率 083％ 4.9.7.29
13位 デムーロ→木幡巧 複勝率 40％ 複回収率 050％ 2.0.0.3
14位 デムーロ→古川 複勝率 40％ 複回収率 091％ 1.0.3.6
15位 デムーロ→北村宏 複勝率 35％ 複回収率 098％ 3.3.1.13

（出走数 5以上、複勝率 35％超の全パターンを掲載）

◆「ムーア→日本人騎手」の

鞍上弱化でも好成績だった乗替りパターン

01位 ムーア→内田博 複勝率 50％ 複回収率 077％ 1.2.1.4
（出走数 5以上、複勝率 35％超の全パターンを掲載）

◆「モレイラ→日本人騎手」の

鞍上弱化でも好成績だった乗替りパターン

01位 モレイラ→武豊 複勝率 66％ 複回収率 111％ 2.2.0.2



02位 モレイラ→戸崎 複勝率 66％ 複回収率 122％ 3.1.2.3
03位 モレイラ→池添 複勝率 60％ 複回収率 270％ 1.1.1.2
04位 モレイラ→吉田隼 複勝率 50％ 複回収率 128％ 3.0.0.3
05位 モレイラ→内田博 複勝率 37％ 複回収率 107％ 1.1.1.5

（出走数 5以上、複勝率 35％超の全パターンを掲載）

◆「デム－ロ弟→日本人騎手」の

鞍上弱化でも好成績だった乗替りパターン

01位 デムーロ弟→川田 複勝率 55％ 複回収率 136％ 2.2.1.4
（出走数 5以上、複勝率 30％超の全パターンを掲載）

◆「シュミノー→日本人騎手」の

鞍上弱化でも好成績だった乗替りパターン

01位 シュミノー→福永 複勝率 60％ 複回収率 156％ 2.0.1.2
02位 シュミノー→柴山 複勝率 50％ 複回収率 130％ 1.2.0.3
03位 シュミノー→戸崎 複勝率 42％ 複回収率 101％ 1.3.2.8

（出走数 5以上、複勝率 35％超の全パターンを掲載）

コレを見て

まず感じるのは

「複勝率 35％超」＝

3走に 1走以上のペースで

コンスタントに走っている

鞍上弱化パターンが意外に

多い、ということ。

そして何よりも注目は

「複回収率が高い

鞍上弱化パターン」が

かなり多い点です。

100％を超えている

パターンが多いですし、

100％に近いラインを

維持するパターンも多め。

全体的に「高水準」の



回収率と言えるでしょう。

これが、いわゆる逆の

鞍上「強化」パターン＝

日本人→外国人騎手への

乗替りでは、これほど

複回収率が高いパターンは

存在しません。多くの

ファンが「鞍上強化だから

買い」と至極素直に買って

しまっているため、

好走率は高くてもあまり

儲かりません。

しかし「鞍上弱化」の

乗替りは違います。

多くのファンが

買い控えます。だから

回収率は上がります。

だから、儲かります。

ですので「儲かる

鞍上弱化のパターン」を

知れば知るほど心強い

馬券の友となるハズです。

この「儲かる鞍上弱化の

パターン」の中身を

具体的に見ていきますと…
大きく分けて 4パターンに

分類されます。

【Aパターン】 「外国人→日本人」も、その逆も、ともに買える乗替り

【Bパターン】 「外国人→日本人」の時だけ好成績で、逆は買えない乗替り

【Cパターン】 C場出走のため一時的に他騎手にバトンタッチして好成績の乗替りパ

ターン

【Dパターン】 関東の騎手に一時預かってもらうパターン



特に今回のハナシの

メーンとなるのは

【Bパターン】ですが、

レース毎に、この

【A】～【D】各パターンに

当てはまる「狙える鞍上弱化」が

発生していないか否かを

チェックする作業＝穴馬券ゲットの

近道となります

各パターンの内容を

1つずつ説明します。

まず【Aパターン】から。

---------
【Aパターン】

「外国人→日本人」も、

その逆も、ともに買える

乗替りパターン

たとえば

「ルメール→四位騎手」の

乗替りパターンは、

（1.4.1.11）複勝率 35％、

複回収 102％と好調ですが

逆方向の乗替りとなる

「四位→ルメール騎手」も

（4.1.5.6）複勝率 62％、

複回収 111％と非常に堅調。

つまり、四位騎手＆

ルメール騎手の乗替りは

「外国人→日本人」の

鞍上弱化時、



「日本人→外国人」の

鞍上強化時のどちらでも

買えるパターンなのです。

四位騎手のエージェントは

おなじみ小原氏。

ルメール騎手の

エージェントとの

直接的なつながりは特に

浮かんできませんが、

小原氏が「レースで

好勝負になるレベルの

馬なのに、お手馬が

多すぎる外国人騎手が

乗れない馬」を確保する

術に長けているのかも

しれません。

また、

四位騎手～ルメール騎手の

間では、それぞれ騎乗馬の

受け渡し・調整に関する

関係者間の何らかの

「ホットライン」が強固で、

レースで勝負になる馬の

相互の受け渡しが潤滑に

進められているのかも

しれません。

その真相は分かりませんが

いずれにせよ、この

【Aパターン】に該当する

乗替りの場合は、どちらからの

乗替りでも狙う策がベスト。

この【Aパターン】に

該当するパターンは実は

貴重なのですが、下記の



ようなものがあります。

◆ルメール騎手→四位騎手

（1.4.1.11）複勝率 35％、複回収 102％
四位騎手→ルメール騎手

（4.1.5.6）複勝率 62％、複回収 111％
→どちらの乗替りも優秀なのでどちらも買える

◆ルメール騎手→勝浦騎手

（0.1.2.3）複勝率 50％、複回収 110％
勝浦騎手→ルメール騎手

（3.6.3.4）複勝率 75％、複回収 113％
→どちらの乗替りも優秀なのでどちらも買える

◆ルメール騎手→中谷騎手

（2.0.2.7）複勝率 36％、複回収 104％
中谷騎手→ルメール騎手

（3.0.2.4）複勝率 55％、複回収 118％
→どちらの乗替りも優秀なのでどちらも買える

---------
【Bパターン】

「外国人→日本人」の

鞍上弱化の時だけ買えて、

その逆では買えない

乗替りパターン

外国人→日本人への

鞍上弱化の乗替りのほうが、

「日本人→外国人への

鞍上強化の乗替りよりも

明らかに回収率が高いパターン。

今回のメーンテーマと

いえるパターンです。



「外国人→日本人」の

一見して鞍上弱化の時は

馬券はあまり売れないけど、

よく来る。配当も付く。

だから買える。

逆に「日本人→外国人」の

一見して鞍上強化の時は

回収率が低く、買いづらい。

ゆえに「外国人→日本人」の

時だけ買っておけばいい

乗替り…とシンプルに

覚えておけば、穴獲得の

ヒントにもなるでしう。

たとえば、

「デム－ロ騎手→和田騎手」の

乗替りパターンは、

（5.7.10.14）複勝率 61％、

複回収 131％と、非常に

素晴らしい成績。

しかしその逆パターンの

「和田→デム－ロ騎手」は

なんと（1.2.3.14）、
複勝率 30％、複回収 50％に

すぎません。回収率だけでなく

成績自体も悪いパターン。

また「デム－ロ騎手→田辺騎手」の

乗替りパターンは、

（9.6.4.24）複勝率 44％、

複回収 135％。逆の

「田辺騎手→デム－ロ騎手」は

（4.6.1.17）複勝率 39％、

複回収率 61％。

この場合、複勝率じたいは

さほど変わらないものの



回収率で大差が付いています。

このパターンも沢山あります。

この【Bパターン】に該当する

組合せこそ、ファンが抱く

「乗替りのイメージ」と

「実際の成績」が最も

乖離しているパターンと

言えますから、最も積極時に

狙いたいのは当パターンに

該当する乗替りの馬です。

この【Bパターン】に

該当するパターンは

下記のようなものがあります。

◆デム－ロ騎手→和田騎手

（5.7.10.14）複勝率 61％、複回収 131％
和田騎手→デム－ロ騎手

（1.2.3.14）複勝率 30％、複回収 50％
→デム－ロ騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆デム－ロ騎手→坂井騎手

（3.0.3.4）複勝率 60％、複回収 123％
坂井騎手→デム－ロ騎手

（2.2.3.8）複勝率 46％、複回収 70％
→デム－ロ騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆デム－ロ騎手→武豊騎手

（7.8.2.16）複勝率 51％、複回収 102％
武豊騎手→デム－ロ騎手

（4.7.3.15）複勝率 48％、複回収 80％
→デム－ロ騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆デム－ロ騎手→田辺騎手

（9.6.4.24）複勝率 44％、複回収 135％
田辺騎手→デム－ロ騎手

（4.6.1.17）複勝率 39％、複回収 61％
→デム－ロ騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい



◆デム－ロ騎手→吉田豊騎手

（0.3.0.4）複勝率 42％、複回収 114％
吉田豊騎手→デム－ロ騎手

（1.0.1.4）複勝率 33％、複回収 83％
→デム－ロ騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆デム－ロ騎手→萩野極騎手

（1.1.2.9）複勝率 30％、複回収 108％
萩野極騎手→デム－ロ騎手

（3.2.1.4）複勝率 60％、複回収 81％
→デム－ロ騎手への鞍上強化時は、好走率こそ高いが回収率が低調

◆ルメール騎手→柴田善騎手

（1.1.1.3）複勝率 50％、複回収 196％
柴田善騎手→ルメール騎手

（1.1.2.6）複勝率 40％、複回収 51％
→ルメール騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆ルメール騎手→武豊騎手

（9.3.6.22）複勝率 45％、複回収 116％
武豊騎手→ルメール騎手

（5.5.5.20）複勝率 42％、複回収 74％
→ルメール騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆ルメール騎手→石橋騎手

（4.3.4.13）複勝率 45％、複回収 218％
石橋騎手→ルメール騎手

（5.2.3.8）複勝率 55％、複回収 87％
→ルメール騎手への鞍上強化時は、好走率こそ高いが回収率が低調

◆ルメール騎手→木幡育騎手

（0.1.1.3）複勝率 40％、複回収 210％
木幡育騎手→ルメール騎手

（2.0.1.6）複勝率 33％、複回収 65％
→ルメール騎手への鞍上強化時のほうが、むしろ買いづらい

◆ルメール騎手→蛯名騎手

（2.4.0.9）複勝率 40％、複回収 115％
蛯名騎手→ルメール騎手

（4.2.2.8）複勝率 50％、複回収 91％
→ルメール騎手への鞍上強化時は、好走率こそ高いが回収率が低調



◆ルメール騎手→大野騎手

（0.5.3.12）複勝率 40％、複回収 174％
大野騎手→ルメール騎手

（3.3.5.14）複勝率 44％、複回収 65％
→ルメール騎手への鞍上強化時は、好走率こそ高いが回収率が低調

◆ルメール騎手→北村宏騎手

（4.3.5.20）複勝率 37％、複回収 108％
北村宏騎手→ルメール騎手

（10.4.2.17）複勝率 48％、複回収 78％
→ルメール騎手への鞍上強化時は、好走率こそ高いが回収率が低調

◆ルメール騎手→津村騎手

（01.4.0.9）複勝率 35％、複回収 117％
津村騎手→ルメール騎手

（3.1.3.7）複勝率 50％、複回収 77％
→ルメール騎手への鞍上強化時は、好走率こそ高いが回収率が低調

---------
【パターン C】
「C場出走のため

一時的にバトンタッチ」で

好成績の乗替りパターン

たとえば、

ルメール騎手が前走で

乗っていたお手馬が、

「今回は C場（ウラ開催）の

レースに出走する」ことに

なった場合、彼は C場では

滅多に乗りませんから

まず騎乗できません。

C場で騎乗する他の騎手に

一時的にバトンタッチする

ことになります。



そんな「C場ウラ開催の

レースで、外国人騎手→
他騎手に騎乗馬がいったん

預けられる」パターンで

好成績を挙げている

乗替りパターンを狙うのが

この【パターン C】。
ウラ開催専用のロジックと

いうことになります。

「外国人騎手から

C場ウラ開催で騎乗馬を

一旦預かる」のですから、

預けられる側の騎手＝

普段、C場でたくさん

騎乗している、一流とは

いえないジョッキーたち。

ですから尚更鞍上弱化の

イメージが強く、妙味が

出てきます。

たとえば、

「デムーロ→藤岡康騎手」の

乗替りパターンは、中京で

（1.2.1.4）複勝率 50％、

複回収率 116％と好調ですが、

その全 8走中 7走が、中京が

C場開催時（＝冬開催）の

もの。つまり中京ウラ開催の

「デムーロ→藤岡康騎手」の

乗替りは、買いに値する

一時バトンタッチなのです。

同様に

「ルメール→丸山騎手」の

乗替りパターンは、新潟では

（0.2.2.2）複勝率 66％、



複回収率 103％と好調ですが、

その 6走すべてが、新潟が

C場開催時（＝春開催＋秋開催）の

もの。つまり新潟ウラ開催時の

「ルメール→丸山騎手」の

乗替りは、買いに値する

一時バトンタッチなのです。

いずれも「一流とは

いえないジョッキーが

ウラ開催時のレースで

外国人騎手からの乗替りに

よって好成績を

積み上げている」好例とも

言えます。

3場開催時の C場開催の

レースで、

「外国人騎手からの乗替り」が

発生している馬を見かけたら、

その乗替りが狙えるものなのか

否かを見極める事で、馬券の

ヒントに繋がって行くでしょう。

この【Cパターン】に

該当する「好成績・好回収」の

乗替りパターンは、

下記 4つがあります。

藤岡康騎手は両外国人騎手から

ウラ開催で受け取った時に

このように好成績です。

◆ルメール騎手→丸山騎手【新潟限定】

（0.2.2.2）複勝率 66％、複回収率 103％
→6走すべて、新潟が C場開催時（＝冬開催）のもの

◆ルメール騎手→北村友騎手【中京限定】

（0.2.0.3）複勝率 40％、複回収率 114％



→5走すべて、中京が C場開催時（＝※開催）のもの

◆ルメール騎手→藤岡康騎手【中京限定】

（0.1.1.3）複勝率 40％、複回収率 100％
→5走すべて、中京が C場開催時（＝※開催）のもの

◆デムーロ騎手→藤岡康騎手【中京限定】

（1.2.1.4）複勝率 50％、複回収率 116％
→8走中 7走が、中京が C場開催時（＝冬開催）のもの

---------
【パターン D】
関東の騎手に

一時的に預かってもらう

パターン

ルメール騎手も、

デム－ロ騎手も

今や正式に「JRA所属」の

ジョッキーであり、ともに

栗東に所属しています。

したがって、原則的に

彼らのホームは関西。

東で大切な重賞でもない限り、

関西のレースに騎乗する

ケースが大半です。

ですから、

前走で彼らが騎乗していた馬が

次走で東日本のレースに

遠征出走する際には、関東の

ジョッキーにバトンタッチされる

ことも少なくありません。

そんな、東日本 4場（東京・



中山・福島・新潟）で

「ルメール・デム－ロ→
関東ジョッキーにいったん

預けられる」パターンで

好成績を挙げている乗替りを

（東日本 4場で）狙う

パターンです。

このパターンにおける

預けられる側の騎手＝

関東所属のジョッキーと

なります。また

東日本 4場専用のロジックと

なります。

たとえば、

「ルメール→戸崎騎手」の

乗替りパターンは、東京で

（11.9.7.12）複勝率 69％、

複回収率 102％とかなり堅調。

新潟も（0.2.2.1）複勝率 80％、

複回収率 120％と堅調です。

しかし、中山・福島では

アベレージを大きく落とし

回収率も 100％にまったく

届いていませんので

この鞍上弱化パターンは

東京・新潟でこそ使えると

いうことになります。

同様に

「ルメール→北村宏騎手」の

乗替りパターンは、新潟で

（2.1.1.1）複勝率 80％、

複回収率 152％と快調。

東京も（1.2.1.8）で

複勝率は 33％ながら

複回収率 161％で穴を

提供していますが、



中山は（0.0.2.8）複勝率 20％、

複回収率 37％とサッパリ。

この鞍上弱化パターンも

東京・新潟でこそ使えると

いうことになります。

いずれも「外国人騎手が

参戦できない関東 4場での

レースで、外国人騎手からの

乗替りによって好成績を

積み上げている」好例です。

東日本開催のレースで、

「外国人騎手からの乗替り」が

発生している馬を見かけたら、

その乗替りが狙えるものか

否かを見極める事で、馬券の

ヒントに繋がることでしょう。

この【Dパターン】に

該当する乗替りパターンは、

下記のようなものがあります。

◆ルメール騎手→北村宏騎手【新潟限定】

（2.1.1.1）複勝率 80％、複回収率 152％

◆ルメール騎手→戸崎騎手【東京限定】

（11.9.7.12）複勝率 69％、複回収率 102％

◆ルメール騎手→戸崎騎手【新潟限定】

（0.2.2.1）複勝率 80％、複回収率 120％

◆ルメール騎手→石橋騎手【東京限定】

（2.0.2.2）複勝率 66％、複回収率 671％

◆ルメール騎手→丸山騎手【新潟限定】

（0.2.2.2）複勝率 66％、複回収率 103％



◆ルメール騎手→石橋騎手【福島限定】

（1.2.0.2）複勝率 60％、複回収率 134％

◆ルメール騎手→蛯名騎手【東京限定】

（1.2.0.4）複勝率 42％、複回収率 160％

◆ルメール騎手→石川騎手【中山限定】

（2.0.1.5）複勝率 37％、複回収率 165％

◆ルメール騎手→杉原騎手【東京限定】

（1.1.0.4）複勝率 33％、複回収率 143％

◆ルメール騎手→北村宏騎手【東京限定】

（1.2.1.8）複勝率 33％、複回収率 161％

◆デム－ロ騎手→田辺騎手【中山限定】

（1.2.2.7）複勝率 41％、複回収率 128％

◆デム－ロ騎手→田辺騎手【東京限定】

（4.3.0.11）複勝率 38％、複回収率 106％

これが AJJCのロジックとなります。

シベリアン


